
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

三稜　楓

サラマンダー
ウロボロス
オルクス

UGNチルドレンC

16

忘却

天涯孤独

嫌悪

実験体

お嬢様

女

35

友人

3
1
3
1

0
0
1
0

0
0
0
0

3
1
4
1

30
6
6
11
22

2
1 1 1

園芸 UGN2 3

氷雪の腕
⑥+⑦

【80%】③+⑥+⑦
【100%】③+⑥+⑦

　　
　　
　　
　　

0
0
0
0

HPダメージ-6D。自身のみ。
HPダメージ-7D。至近/範囲（選択）。
HPダメージ-8D。至近/範囲（選択）。

0 0

Dロイス：起源種
黒鉄　悠一
古閑　陽葵

有為
連帯感
友情

嫌悪
不安

劣等感

コネ：UGN幹部
コネ：要人への貸し

情報収集チーム

4

ワーディング

リザレクト

吹雪の守護

隆起する大地

原初の白：波紋の方陣

氷雪の守護

ダイアモンドダスト

雲散霧消

浮遊する大地

消去の号令

快適室温

★

0

1

4

4

2

1

4

3

★

★

-

1d10

2

2

3+2

3

3

4

オート

気絶時

オート

オート

オート

オート

オート

オート

視界

-

至近

至近

視界

至近

至近

至近

シーン

自身

範囲（選択）

範囲（選択）

単体

自身

自身

範囲（選択）

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

80

80

リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

《氷雪の守護》と同時に使用する。その対象を範囲（選択）に変更する。

対象にHPダメージが適用される直前に使用する。受けるダメージを-[1d+LV*3]する。1ラウンド1回まで。

対象にHPダメージが適用される直前に使用する。そのダメージを-[LV+1]D点する。このエフェクトは自信を対象に出来ない。1ラウンド1回まで。

対象にHPダメージが適用される直前に使用する。受けるダメージを-[LV+1]D点する。1ラウンド1回まで。

《氷雪の守護》と同時に使用する。その《氷雪の守護》ではダメージをさらに-3Dする。

対象にHPダメージが適用される直前に使用する。そのダメージを-[LV*5]する。エフェクトによるダメージでなければ適用不可。1ラウンド1回まで。

★追加パーソナルデータ★
名前：みくり　かえで
一人称：わたし
趣味：ティータイム、読書
好き：花の世話、紅茶、お茶菓子
嫌い：紙魚、埃

起源種としての力を持つ少女。
それが原因でか、記憶のある時点で彼女はUGNの『実験体』として扱われていた。
誰かに連れ去られたのか、何らかの事情で保護されたのか、はたまた親に売られたのか。
そんなことは最早覚えていない。

今の彼女にあるのは、自分の身に宿す強力な力とそれに振り回される日々。
あと、その中にある少しのティータイム。
けれど彼女はそれでよかった。どうせ自分は身寄りも日常もない空白なのだから。

実験期間の都合上学校には通っていなかったが、独学で勉強は続けている。
人との触れあいに慣れていないということもあり、やや冷たい対応を取ってしまいがち。
相手の話を聞く。理解もする。その上で淡々と本音で相手を扱き下ろす。
しかしこれでも、本人としては十分に歩み寄る努力をしているつもりである。

良くも悪くも自信家であり、不意を突かれる展開に弱い。
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